
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

韓国語学習者のためのWeb辞書の開発

曺, 美庚
九州大学大学院言語文化研究院言語環境学部門 : 准教授

李, 相穆
東京大学

https://hdl.handle.net/2324/10056

出版情報：e-Learning教育研究. 2, pp.63-73, 2008-03. e-Learning 教育学会
バージョン：
権利関係：



韓国語学習者のためのWeb辞書の開発  

曹美庚 李相穆  

『e－Learning教育研究』第2巻（2007）抜刷   



論文

韓国語学習者のためのWeb辞書の開発

曹美庚　　李相州
（九州大学）　（東京大学）

謂．　はじめに

　近年、公共交通機関の案内表示や飲食店の看板、TVコマーシャルなど、街のいたる所

でハングル文字を見かけるようになった。韓国語に対する親密感の増加に伴い、韓国語の

学習を希望する人の数も増えつつある。ここ数年間の韓国語学習者の増加傾向については、

国際文化フォーラム（2005）に詳しく取り上げられている。国際文化フォーラム（2005）

によれば、2003年現在、韓国語教育を実施している高校は、全国の高校5，435校中の219

校（4．03％）で、履修者の数では6，476名となっている。これらの数値は、1999年の同

131校（2．4％）、3，972名と比較すると、倍増に近い伸びを示している。さらに、韓国語

科目を開講している四年制大学も、1995年度の！43校から2003年度には335校に増加し

ている。筆者の一人が勤めている九州大学においても、第2外国語として韓国語の学習を

希望する学生数は、2000年度の815名から2006年度には1，897名へと増加している。こ

のような数値からも学習者数の増加傾向を類推することができる（曹，2007）。

　韓国語は日本語と文法構造や語順が一致し、言語運用の思考形態が類似しているため、

学習しやすい外国語のはずである。しかしながら、多岐にわたる用言の活用変化を習得す

ることは必ずしも容易なことではない。韓国語の用言の活用変化については、不規則活用

の数の多さはいうまでもなく、いわゆる規則活用においても語幹の種類や語尾の種類によ

って実現される活用形は複雑多岐にわたる。文章の中で表現されている活用変化形から基

本形を見出すことが簡単ではないため、初級学習者は辞書が引けるようになると「一人前」

といえる。もっとも、既存のWeb辞書や電子辞書、紙媒体の辞書などにおいては、基本形

からしか辞書を引くことができない。学習者は、多様な活用形から基本形を見出すための

ルールを覚える必要があり、これがかなりの学習負担となっている。このような現状を背

景に、活用形から引く学習辞書の開発が強く求められているといえよう。

　本稿では、あらゆる活用形をクリックするだけで活用形から基本形が見出せる韓国語
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Web辞書の開発について、主として見出し語の検索の仕組みとプロセスを中心に検討を行

う。

2．　韓国語学習者用Web辞書と見出し語

2．1　見出し語の選定

　韓国語の場合、初・中級学習者が学習の際に接する語彙は約3，000語程度と推測される。

韓国の尋望苛司望（以下、国立国語院）が定める韓国語の学習語彙は、初級（Aレベル）

のものが982語彙、中級（Bレベル）のものが2，m語彙、上級（Cレベル）のものが2β37

語彙となっている（韓国国立国語院ホームページ参照）。また、韓国語学習辞典の代表と

して最も利用度の高い『潮二二畠♀1二二テ富鉱含母石（外国人のための韓国語学習辞

典）』（2005）（以下、学習辞典（20G5）と略記）においては、初・中級学習者用の重要基

礎語彙は約2，975語彙とされている。さらに、「ハングル」能力検定試験を主管するハン

グル能力検定協会（2006）では、学習レベルの目安として、初級語彙を約1，4◎◎語彙（5

級：約450語彙、4級約950語彙）、中級前半（3級）の語彙を約1，5GG語彙とし、およそ

2，9◎G語彙を初・中級学習語彙として提示している。上記の三者において学習基礎語彙の

数に若干の違いはあるものの、初・中級学習者が学習の際に接する語彙は、およそ3，0◎0

語彙程度といえよう。このうち、活用形を持つ動詞・形容詞などの用言の数については、

学習辞典（2005）では1，蔓20語彙、国立国語院による学習語彙では863語彙（Aレベル23◎

語彙、Bレベル633語彙）となっており、およそ夏，㈱語彙といえそうである。これらの

用言の基本形は「語幹＋叫」の形を成している。

　今回のWeb辞書の開発に当たっては、学習辞典（2⑪05）の重要語彙2，975語彙を基準に

している。このうち活用のある用言は1，蔓20語彙で、見出し語全体の1／3を占める。この

蔓，120語彙を活用による語幹のタイプ別に分類したのが図表1である（曹，2007）。図表1

において特徴的なことは、母音語幹（841語彙）が全体の75．1％を占める点である。その

ため、一音節内に活用形が混在する場合が非常に多く、初級学習者は辞書を引く際に語幹

の判別に戸惑うことになる。さらに、母音語幹と子音語幹のいずれにおいても、規則活用

の語幹を持つ語彙数は半分程度に止まっており、不規則活用の語幹を持つ語彙数の多さを

うかがい知ることができる。一音節の中に活用形が混在する母音語幹の数が多いこと、な

らびに不規則活用の語幹を持つ語彙数が多いことなどが韓国語学習の困難さを高め、さら

には学習の支援を目的とする機械的なシステム構築の難しさをも高めている。
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母音語幹841語　（75．1％） 子音語幹 合計

語幹 498語
i44．5％）

343語
i30．6％）

279語
i24．9％）

1120

i100％）

規則 皇変 皇変 引墨 ～δ1語幹 規則 繊変 d変 嚥変 黒変 人当

語彙数 445 2！ 27 5　　　343 147 58 49 6 12 7

図表1　重要基礎語彙（初・中級）の用言語幹タイプ

2．2　用言の活用

　韓国語は、日本語と同様、文の主要成分とその文法的意味を表す補助成分によって語節

が構成される。韓国語は憂節を分かち書きすることによって文の成分間をはっきりと区切

っている。例えば、以下の例のように分かち書きがなされる。韓国語の分かち書きを日本

語の文に「／」を入れた形で表してみよう。

　　韓）（＞1禰刈相司17囚罰暑（致合しiモ斗．

　　霞）昨日／本屋に／行って／本を／買いました。

　英語や日本語の語節又は文節は、主要成分に付随成分を付け加えることによって成り立

っている。例えば、以下の例にみるように、英語の場合は単語「聡elp」に過去形の語尾ed

をつけて、日本語の場合は拗ける」の語幹である「助け」に過去形「た」をつけること

によって、それぞれ動詞の過去形を表すことができる。学習者は語節の後ろから一文字ず

つ切り取った状態を想定しながら、前の方から一音節ずつ辞書を引いていく。そのうち、

前の部分が辞書に収録されている単語（例えば、h鋤）、あるいは原型が類推できる単語

励け（助ける）」にたどりつく。その時点で、前の単語の要素に語尾や助詞が付いたと

みなし、その意味を調べることができる。

　　英）He熱源，塾　⇒　he1P　＋　ed

　　日）彼は彼女を助けたけど　→　助け（語幹）＋た（過去）＋けど（逆接）

　　韓）ユセユt『暑三鍛ス樫｝→晋（語幹）＋　鍛（過去）　＋ス榎｝（…けど：逆接）

　しかし、韓国語の場合、検索対象の語節「三鍛ス榎｝」を日本語や英語と同様な方法で区

切っても、動詞語幹に該当する「青」を割り出すことはできず、辞書を引くことは不可能

になる。このような韓国語の特徴を考慮し、本稿では、語節を音節単位で分析するのでは

なく、字母単位で分析するシステムを構築することにした。

　韓国語の場合、語幹に語尾が接続する際に起こりうる活用変化のパターンは非常に複雑

多岐にわたる。活用パターンは、語幹と語尾の特徴によって分類することができる。語幹

の特徴による分類では、語尾の接続に際して、①語幹が変化しないもの、②語幹が変化す

るもの、③語幹末尾が脱落するもの、といった3つのタイプが考えられる。さらに、語幹
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が変化する場合には、その語幹が母音語幹か子音語幹か、あるいは記語幹かによって活用

変化が異なる。また、母音語幹の場合は、陽母音語幹か陰母音語幹かによっても活用変化

には違いが生じる1）。

　韓国語の用言タイプを網羅的に分類している小学館・金星出版社（1993）の分類によれ

ば、韓国語における用言タイプは67種類となっている2）。そこでは、用言を規則変化用

言、不規則変化用言に分けるとともに、その音韻変化をも考慮に入れている。すなわち、

語幹は用言の基本形から最後音節の㌧亡ドをとった形になるが、語尾との結合において、

下記の例のように語幹部分に変化が伴う変則が存在するのである。

　　例）暑叫（聞く／聴く）　：　暑（語幹）　÷　σ1　→　　暑61（聴いて）

　これらを含む、すべての用言タイプを辞書データベースから検索するためには、存在し

うるすべての用言タイプごとに語尾の結合規則を識別できる固有のコードを与える必要

がある。図表2は、検索システムのための細かい分類例を示したものである。

変鋼の種類 グループ記号終 分’ @類　　　　　　　　　　燈、例

正規 VlaO1 語幹が｝でおわるもの 魁耳舜　会う

VlaO2 語幹が→でおわるもの 刈じ｝　立つ

VlaO3 語幹が糊膏1｝湧でおわるもの 旦司跨　送る

VlaO4 語幹が司，司，ヨでおわるもの 書証　　走る

VlaO5 語幹が⊥でおわるもの 耳茸　　見る

VlaO6 語幹が明でおわるもの 司叫　　なる

VlaO7 語幹が丁でおわるもの 尊意　　与える

VlaO8 語幹が1でおわるもの フ1叫　　這う

VlaO9 フ『叫変則 井身　　行く

V！a10 月葺変則 皇叫　　来る

Vla11 陽母音の子音語幹のもの 世叫　　受ける

立変則 V2aO1 皇の前の音節が陽母音を含むもの 叫旦叫　従う

V2aO2 皇の前の音節が陰母音を含むもの 埜叫　　書く

旦変則 V2bO1 旦の前の音節が陽母音を含むもの 皇旦耳　上る

V2bO2 旦の前の音節が陰母音を含むもの 早旦叫　呼ぶ

円変則 V2cO1 司変則動詞はこれのみ 。1旦叫　至る

♀変則 V2dO1 ♀変則動詞はこれのみ 干叫　　汲む

図表2　検索のための用言タイプの記述（一例）＊

＊小学館・金星出版社（夏993）の分類をもとに、グループ記号を追加して作成した。
＊＊ u：品詞記号、数宇1～：用言タイプ、a～：変則のタイプ、数回劔～：変則の下位分類を各々

表している。以下、同じ。
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2。3　活用語尾の結合規則

　次に語尾の特徴を見てみよう。語尾は語幹と結合して意味を付加する機能を持つ。国立

国語院（2005b）によれば、韓国語の語尾の数は、異形態を除いて800～900種類となって

いる。そのうち、初・中級学習者が比較的頻繁に接する基本語尾はおおよそ1割程度と考

えられる（曹，2◎◎7）3＞。しかし、語尾と語尾が膠着して結合する場合も多いため、その

数は相当な数にのぼる。そうした結合のなかには、「語幹＋語尾」の音節間の接続だけで

生成される用言の正規変化と、語幹と語尾の結合により語幹の音韻変化がともなう変則が

存在する。また正規変化の場合であっても、語幹の終わりの音韻が子音か母音かによって

語尾の接続形態が変化することもある。さらに、動詞か形容詞かによってもその接続パタ

ーンは異なる。これらの語尾の特徴から、①語幹のパターンに影響されず一定の形で語幹

に接続するタイプ、②母音語幹・子音語幹・ヨ語幹の区別によってその形を変えて接続す

るタイプ、③陽母音語幹・陰母音語幹・幽幽語幹の区別によってその形を変えて接続する

タイプ等が考えられる。さらに、母音語幹は縮約を伴う場合もある。次の例を見てみよう。

　　例）ス1立娯ス隠　お作りになりましたけれども

　　　　→　引　　＋　（立）刈　　　＋　　餓　　＋　ス博
　　　　　環叫の語幹　　尊敬の先語末語尾　　時制の先語末語尾　　語尾（逆接）

　　　　⇒　ス1　　＋　　　　　　皇襯　　　　　　牽　ス1嘩
　　　　　タ叫の音韻変化　尊敬の先語末語尾＋時制の先語末語尾　　　語尾（逆接）

　上記の例では、履叫」の語幹履」に尊敬を表す「入1」が接続しているが、「引」は子

音で終わる語幹であるため「（立）」を伴うとともに、「タ」は「ス1」に音韻変化を起こして

いる。また、過去時制を表す先語末語尾「銀」と逆接語尾「スi唱」が接続しているが、囚」

と「餓」は縮約され、「ゑ」として実現されている。

3。　韓国語学習者用臨b辞書における検索の仕組み

3．弓　仮想語幹と仮想語尾の概念

　学習者による用言の基本形の抽出は、学習の積み重ねによる経験や文脈の把握、助詞や

語尾の習得など総合的な学習と判断により可能となる。しかしながら、人間の脳の中の働

きとは異なる機械のシステムによって基本形を抽出するためには、基本形抽出のための新

たなロジックが必要である。そこで、曹（2007）が提案した仮想語幹と仮想語尾の概念を

用い、活用形から基本形を抽出するシステムを構築することにした。仮想語幹とは、学習

者がクリックした語彙を字母単位にまで分解し、組み合わせ直したときに変化を伴わない

部分を指す。これに予め固有コードを与え、仮想語幹データベースに登録しておくのであ

る。同様に、仮想語尾も変化を伴わないものと考え、それぞれに予め固有コードを与え仮
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想語尾データベースに登録しておく。このシステムの下では、学習者がクリックした語彙

は瞬時に字母に分解され、仮想語幹と仮想語尾とに分けられる。そして、それぞれのデー

タベースから一致する仮想語幹と仮想語尾の検索を行うのである。

　システムの中では、学習者がクリックした語彙に対して常に三段階にわたる検索が行わ

れる。まずは、クリックしたそのままの形が仮想語幹データベースに存在するか否かを確

認し、辞書データを出力する。次の段階として、その語彙が「体言＋助詞」のタイプであ

るか否かを判断する。すなわち、用言語節ではなく体言語節であると想定した分析を行い、

検索結果を出力する。その後、第三段階として、用言語節としての分析に移る。すなわち、

当該語彙が嘲言の活用形を含むもの」と想定し分析を行うのである。分解された字母を

仮想語幹テーブルならびに仮想語尾テーブルと照合し、基本形と接続語尾の見出し語を抽

出する。その後、基本形と接続語尾の見出し語の意味を辞書記述データ脳DEXから参照

し、辞書として表示するのである。

　このような三段階にわたる検索が必要なのは、韓国語の特徴として、「体言＋助詞」の

組み合わせと嘲言語幹＋活用語尾」の組み合わせが同じ形である場合が存在するからで

ある。

3．2　仮想語幹と仮想語尾を用いた用言検索の仕組み

　仮想語幹と仮想語尾の概念を導入することで、用言の活用形は「変化を伴わない語幹（仮

想語幹）＋変化を伴わない語尾（仮想語尾）」の結合として捉えることができる。図表3

の例を見てみよう。「累ス控｝（見たけれども）」は用言「旦叫（見る）」の語幹「旦」に過

去時制語尾「蜘＋逆接語尾「ス控｝」が接続したものである。「旦可（見る）」の実際の語

幹は「旦」であり、活用形で実現される場合は「旦ス榎｝」「駄目」「旦ユ」のように語幹「旦」

が変化せず表示されるが、「耳豆」「畔三」のように「耳」（音韻変化：よ一→ユわになる場

合もある。このとき、叫」は辞書の見出し語に登録されていない場合がほとんどで、用

言と語尾の意味が分かっていても音韻変化の規則を適用できない限り、実際の語幹「旦」

を見つけるのは難しい。

　そこで筆者らは、「旦舜」という用言において、どのような活用形にも現れる最初の子

音「廿」を語幹と仮定し、「仮想語幹」と名づけた。語尾については、時制・尊敬などの

先語末語尾を含んだもの全部を「仮想語尾」と呼ぶことにした。図表3は、「仮想語幹」

と「仮想語尾」の考え方を図示したものである。
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尾語末語序幹語

［工＝］［［［□］］］］ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　一

語尾

旗
↓卜

駄 天 1 口 卜 L

仮想語幹 仮想語尾

図表3　仮想語幹と仮想語尾

　このような考えの下、潜在的に存在しうる全ての仮想語幹と仮想語尾が辞書のデータベ

ースに登録されている。仮想語幹の意味は何か、仮想語尾はどのような語尾の結合なのか

が詳細に登録されていれば、活用形の基本形を見出したとき、基本形の意味提示と共に活

用形と関連した文法構造が理解できる。「仮想語幹」と「仮想語尾」の概念を導入した検

索により、正確な意味抽出が可能となるばかりでなく、高速な検索も期待できるのである。

4、　データベース構築と見出し語検索

4．1　仮想語幹と仮想語尾のデータベース構築

　韓国語の文字の処理においては、U瞳CO豆兇のハングルコードの配列を利用する。この

コード自体には、文字を構成する子音（C）と母音（V）の情報が含まれていない。ただし、

CVの後にCが来る順番によって文字が羅列されているため、文宇を構成しているCVC

の字母を文字コードで特定することは可能である。つまり、ハングルは16進数AC◎0か

ら始まり、子音は58日ごとに、母音は28ごとに反復される。

ハングルコード　霊44◎32（AC◎0）乎子音＊588÷母音＊28幸子音

　　　　図表4　U唖C◎斑ハングルコード表

　U唖CODEのハングル配列と単語を記述した体言や用言の固有コードを参照し、下記の

ような仮想語幹データベースを作ることができる。このデータベースには、韓国語Web

辞書の見出し語をCVCに分解し仮想語幹にしたものと、体言や用言の種類による固有番
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号、本辞書でのインデックス番号が含まれている。このインデックス・フィールドは、用

言の基本形を検索するときに用いられることになる。図表5は、仮想語幹テーブルの一例

を示したものである。

獅 轡◎醗む 篁1）X＊ 意瞭

28i5 「 V遷aO8，2932 動詞の仮想語幹

28藩6 「ト 襲Nj；VlaO9，28濁9；　XV，282⑪；

iX一・

「端・辺」（名詞）、r行く」（動詞・補助動詞）の語幹、

uガ」（助詞）・…

29遷2 コレ「→1 NNβ r店」（名詞）

3望17 ロトL　Lト VlaOヨ， 「会う達（動詞）の語幹

＊V：動詞、NN：名詞、　XV：補助動詞、　JX：助詞

図表5　仮想語幹テーブルの例

　仮想語尾データベースには、活用形の語尾連結規則を考慮し、用言のすべてのグループ

に対応できる先語末語尾（例えば、尊敬、時制など）と語末語尾の組み合わせのあらゆる

パターンを収録した。現時点では、用言の種類（3G種）　×尊敬の有無（2種）　×時制

（8種）×語尾（69種）の組み合わせに対してインデックスしたもの10，000個程度を登

録している。図表6は、仮想語尾テーブルの一例を示している。

夏難 駁AT贈Y◎軽 憲1）X

5286 一「¶旧し一しト V2a（踊，02◎31；V2a◎2，0203唾

5287 一胡｝杁し一し「レ V2a◎1，G2032；V2a◎2，G2032

5289 一洗｝杁｝「丁しト V2a◎｛，◎203尋；V2a◎2，0203尋

図表6　仮想語尾テーブルの例

4．2　用言の活用形の検索

　ここでは、学習者がクリックした語節単位の検索対象語に対して、それがどの活用形な

のかを検索し、基本形の意味と活用形の構成要素を見出す処理について概観する（図表7）。

まず、検索対象語は「仮想語幹＋仮想語尾」として検索されるため、語節を音節ごとに切

り離し、音節を子音＋母音＋子音の字母単位に分解する。一音節は初声・中声・終声が

CVCの構造を持っため、例えば、「三」のように母音で終わる音節については、誰誰の代

わりに空白をマークした。つまり、「三」の場合、「［：（初声：子音）十よ（中声：母音）十ゼ

ロの終声（空白）」を配置し、分解した字母が現れる初声・中声・終声をマークした（図表7
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の①）。

　字母単位で分解した検索対象語は、後ろからインデックスを増加させながら検索語を仮

想語幹と仮想語尾とに分離する（図表7の②）。検索対象語を任意の仮想語幹・仮想語尾に

分けた後、それぞれ仮想語幹と仮想語尾のデータベースから一致するものがあるか否かを

調べる（図表7の③）。検索の段階では、マッチングする文字列およびその語幹のタイプと

語尾のタイプが一致するかを調べる。仮想語幹と仮想語尾に一致する文字列があり用言の

分類が一致すると、それをありうる活用形として認識し結果を出力する。語幹データベー

スにはその語幹をもつ用言が記載されている辞書データのインデックスがあり、それを参

照して用言の意味を出力する（図表7の④）。

①字母分解 ご よ ○ 斗 杁 じ γ

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仮想語尾　　　　　　　　　　　　　鐸i＿＿＿＿＿→
②仮想語幹・語尾の設定　　　：

③検索

亡　　よ．　　　○ 耳 杁 こ レ

索

仮想語幹データベース 仮想語尾データベース

1 ご ，2330 1 杁じ｝ 1aO9，01至G22

2 じよ 3醐，332多；NN，多劔 2 ス1 1aO9．⑪01221

3 τ＝」＿し ，865 3 ω｝杁ごを 3窺劔，2231i2

4 じ↓Lモヨ 4aOi，3432 4 ○コ『杁こレ 1aO9．01212

王 白白

索および

装�ﾌ表示

3麟貫，332璽 3鼠01，223貫璽2

審霧デダ

三白こ1：暑こ1のd変則＋過去の先語末語尾＋語尾

図表7　仮想語幹と仮想語尾データベースからの基本形検索

　一方、仮想語尾データベースからは、その活用形がどのような語幹と語尾が結合して音

韻変化を起こしたのかを特定するための情報を得ることができる。また、語尾生成システ

ムにより作成されたインデックス番号を記入しておくことによって、検索語の文法事項表

示が可能となる（図表7の④）。

一71一



曹美庚・李相穆

4．3　辞書のインターフェース

　次に、韓国語学習者用Web辞書のインターフェースを示すと図表8のとおりである。

ある検索語（ここでは、「三鍛ス1マ｝」）に対して、字母分解によって仮想語幹・仮想語尾デ

ータベースにおいて検索を行い、用言の基本形を抽出し、その意味を辞書データベースか

ら検索し表示している。さらに、接続されている語尾の種類と語尾の意味へのリンクが表

示され（鍛（時制の先語末語尾）＋ス擾｝（でも語尾））、語尾の意味を把握することが可能

となっている。

　このように、語節を解析する形の検索システムにより、学習者は未知の語節をクリック

することで、その語節について、基本形の意味と接続されている語尾の文法事項を学習す

ることができるのである。

坐灘飛昭 蔚く璽嚢）

一聾曙援ξtoこ伊：隔撲　1措く姫凄慶購）申越皇驚鞭鰍装》驚語面恥羅三画壁ぐても一｝雛一丁手獄う．鋤藩ぎ3

夢菰う．

罫蹴紬愛す梅，

画け鵜、　麟演す鵜．　蓬饗蜘す樵一

鋤疑す薦蹴　盤す、

一塾黛乏・撫一3鵡窯｝工乱闘戯．鼠『7

御罫を齢・醤蕪輪達し讃しぷう壊轟．

善」纂聲峯準一璽凝・脊騒汐｝？
ちぶ「撃と・欝鶴亀一∫ズ鷲ゼが1一楽櫨臨♂銀毒㌔

二野轡｝下多．鷲＿．凹凹磯を寮｝擁懇｛憂目韓羨瀞瑞’．

蟹虻捧勲弔難塵一難な遣誇母竃た鶏を三軸けみ

｛開脚翫鋳勢三帰輯　導｝・薯・薮婚ぐ驚口幅’．

無峯藪冨劃織箏彰疏》雛響駅を嚢嘉しま憾皿

図表8　韓国語輪b辞書のインターフェース

5．　むすび

　外国語としての韓国語学習において、複雑に変化する用言の活用形を正しく理解するこ

とは容易ではない。クリックするだけで活用形から基本形を見出してくれる辞書の実現に

より、学習者の学習負担は大幅に軽減されるはずである。基本形を見出せない初・中級学

習者は、そのような辞書の助けを借りることで、用言の活用に圧倒されることなく学習を

続けられるであろう。本Web辞書を活用することで、とりわけ日本人学習者は、韓国語を

日本語並みに運用できる力を身につけられると期待している。

　文中に出ている語節がどのような要素の組み合わせでできているのかを把握せずに辞

書を調べても、その文の意味を十分に理解することは難しい。その点、学習者のクリック

する語節単位の検索語に対して、その語節の主要成分の意味のみならず文法的構成をも画
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示できる本Web辞書は、韓国語学習ならびに自動翻訳の精度アップに大いに貢献できるで

あろう。辞書のあり方を大きく変える可能性をもつ全く新しいタイプの韓国語Web辞書の

開発に寄せられた期待は大きく、その実用性を検証していくことは今後の研究課題である。

今後さらにシステムの精緻化を図っていきたいと考えている。

　＊本稿は、平成19－21年度科学研究費補助金研究基盤研究B（課題番号：1932GO82）「韓国語語彙

データベース構築と外国語サイバー・ユニバーシティ用韓国語Web辞書開発」による研究成果の一

部である。

注

1）形容詞、指定詞、存在詞などの品詞によって活用変化が影響される場合もある。

2）曹（2007）では、学習者のための大まかな分類として21種類の分類を提示している。しかし、

　21種類のパターンが全ての用言タイプを網羅しているわけではない。学習者が同一グループとし

　て判断できそうな細かい部分については、それを同一グループとして処理しているからである。

　しかしながら、システム設計においては機械的な判断になるため、類推判断はきかず、全ての用

　言タイプの提示が求められる。そこで、韓国語の用言タイプを網羅的に提示している小学館・金

　星出版社（1993）の分類を採用することにした。

3）ハングル能力検定協会の主管する「「ハングル」能力検定試験においては、初級（4・5級）

　の語尾として約80個、中級前半（3級）の語尾として約互70個が提示されている。
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